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男女共同参画推進連携会議の活動に関するアンケートの結果について 

１. 調査概要

調査対象：男女共同参画推進連携会議の団体推薦議員 99団体

調査時期：令和8年3月 16日～3月25日 

回収結果：64団体 （有効回収率 64.6％） 

２. 調査結果

質問事項① 本会議への参加目的に最も近いものを選択してください。 

質問事項② 本会議に期待することに最も近いものを選択してください。 

資料１ 
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質問事項③ 男女共同参画の施策について、貴団体の関心のある分野を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問事項④ 貴団体が現在取り組んでいる、または今後取り組もうとしている男女共同参画に関する

取組・活動について記入してください。 

 

＜自由記述・抜粋＞  

【組織内・業界内での女性の参画拡大】 

・ 目標値を30％に設定し、女性の副会長や理事のクオータ制を実施してきた。 

・ 加盟構成団体において、役員・委員等における男女バランスを考慮し、女性の比率を高めること

を推奨している。 

・ プロジェクトを設け、業界における男性優位の構造を改革するための提言を行うべく検討を進

めている。 

 

【調査の実施・結果の還元】 

・ 加盟機関の従業員・役員を対象にしたジェンダー・多様性に関する意識調査を実施。 

・ 先進的な会員機関の取組を整理した取組事例集を作成するほか、本アクションプランを踏まえた
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取組状況等を調査するため、定期的にアンケートを実施し、その結果を会員機関に還元すること

を予定している。 

・ 勤務環境の現況に関する調査（経年調査：３回目）を実施し、報告書をまとめた。 

 

【取組の全国・地方への展開】 

・ 全国 11支部でプログラムを開催（女性を中心に今後のキャリア形成につながるセミナーやワー

クショップなど）。 

・ 会員に対する国、他団体の男女共同参画に関する取組状況の情報提供。 

・  

【政策提言】 

・ 様々な政策提言において、男女共同参画の視点を取り入れ、女性が社会のリーダーとして活躍で

きるよう政府及び企業団体等への理解を求めている。 

・ 困難を抱える女性の声を広報誌などを通じて社会に伝え、政策提言に反映している。 

 

【次世代の育成】 

・ 女子小中高生に対する理科教育や理系進学に対する理解推進。 

・ 女子中高生を対象としたキャリアガイダンス（主として児童養護施設や里親家庭で養育されてい

る女子生徒を対象として自己分析やキャリア形成のために必要なスキルの提供等を目的とした

参加型プログラム）。 

 

 

質問事項⑤ 上記で記入した取組・活動を進めるにあたって、課題に感じていることがあれば記入し

てください。 

 

＜自由記述・抜粋＞ 

・ 役員や委員等の選定において女性活躍を念頭に置いているものの、そもそもの母数が少ないと

いう問題がある。 

・ ジェンダー・多様性に関する関心が低いわけではないと思うが、若い世代の回答率が低い。 

・ 特に地方の事業者における経営層のマインド転換が課題。 

・ 若い方々に活動を知ってもらいたい。 

・ 支援対象を「女性・女児」に特化した支援そのものにやりにくさを感じることが増えてきている。 

・  

等  
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質問事項⑥ 上記の取組・活動について、本会議の議員の皆様に紹介いただくような企画を行う場

合、発表や資料の提供について御協力いただくことはでしょうか。 

 

 

 

 


